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岩手県政策地域部
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岩手県次期総合計画
第１期アクションプラン

－政策プラン（仮称）－
（素案）

概要版
（説明資料）

資料７-３

⾧期ビジョンの実効性を確保するため、重点的・優先的に取り組むべき
政策や具体的な推進方策を盛り込む。

［第１期:2019年度～2022年度］
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復興プラン復興プラン 政策プラン政策プラン 地域プラン地域プラン 行政経営プラン行政経営プラン

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

アク
ション
プラン

長期ビジョン(10)

復興プラン(4) 第２期以降の「復興プラン」の取扱いは、
今後の復興の状況を踏まえながら検討

政策プラン(4)
地域プラン(4)

行政経営プラン(4)

政策プラン(4)
地域プラン(4)

行政経営プラン(4)

（ ）内は期間年数

※名称は仮称※名称は仮称

政策プラン(2)
地域プラン(2)
行政経営プラ
ン(2)

■アクションプランとはアクションプランとは？
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政策プラン（仮称）の全体構成

3

政策プラン（仮称）は、

○ 各政策分野の客観的指標

○ 県が取り組む具体的な推進方策
４年間の工程表（目標値を含む）

○ 県以外の主体に期待される行動

などで構成されるもの。

※ ４年間の工程表については、中間案（11月公表）に
盛り込む予定。

4（出典:平成29年9月7日「岩手の幸福に関する指標」研究会報告書）
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標
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【客観指標名】隣近所とのつきあいの程度、一般的な人への信頼、地縁的な活動への参加状況 等 計９指標

【主観指標名】地域への愛着感、近所付き合い実感、信頼できる人がいる実感、地域活動への参加実感

人並み感 等 計６指標

※ 客観的指標(96)は例を示したものであり、必要に応じて加除・修正を要する。
また、上記指標数は再掲を含む。

※ 客観的指標(96)は例を示したものであり、必要に応じて加除・修正を要する。
また、上記指標数は再掲を含む。

（参考）幸福指標研究会報告書における指標の考え方①
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（参考）幸福指標研究会報告書における指標の考え方②
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■主観的指標
県民意識調査で毎年度県民がどの程度幸福を実感しているかといった状況を把握

していく

■客観的指標
政策プラン（仮称）に、統計データなどに基づく客観的な指標を掲げ、政策評価に

より進捗管理を行っていく

【設問例】
○あなたの「幸福」に関する行動や考え方等についてお伺いします。
・こころやからだが健康だと感じますか ・余暇が充実していると感じますか
・家族と良い関係がとれていると感じますか ・子育てがしやすいと感じますか
・必要な収入や所得が得られていると感じますか ・仕事にやりがいを感じますか
・自然に恵まれていると感じますか など

○あなたは現在、どの程度幸福だと感じていますか。
○あなたが幸福かどうか判断する際に重視した事項は何ですか。

【指標例】
・健康寿命 ・総実労働時間 ・高卒者の県内就職率
・県外からの移住・定住者数 ・刑法犯認知件数 ・一人当たり県民所得
・正社員の有効求人倍率 ・販売農家一戸当たりの農業産出額
・国、県指定文化財件数 ・再生可能エネルギーによる電力自給率

次期総合計画の政策の体系

6

〔⾧期ビジョン〕
■基本目標

東日本大震災津波の経験に基づき、
引き続き復興に取り組みながら

お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて
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〔政策プラン〕10の政策分野の指標と取組
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１ 生涯にわたり心身ともに健やかに生活できる環境をつくります
① 生涯を通じた健康づくりの推進
② こころの健康づくりの推進
③ 自殺を防ぐ対策の推進

２ 必要に応じた医療を受けることができる体制を充実します
① 医療を担うひとづくり
② 質の高い医療が受けられる体制の整備

３ 介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で安心して生活できる環境をつくります
① 互いに認め合い、共に支え合う福祉コミュニティづくりの推進
② みんなが安心して暮らせるセーフティネットの整備
③ 地域包括ケアのまちづくり
④ 介護を要する高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる環境の整備
⑤ 障がい者が安心して生活できる環境の整備
⑥ 障がい者の社会参加の促進
⑦ 福祉人材の育成・確保

４ 幅広い分野の文化芸術に親しみ、生涯を通じてスポーツを楽しむ機会を広げます
① 県民が日常的に文化芸術に親しむ機会の充実
② 文化をめぐる新しい動向に対応した取組の推進
③ 障がい者の文化芸術活動の推進
④ ライフステージに応じたスポーツを楽しむ機会の充実
⑤ 障がい者のスポーツへの参加を楽しむ機会の充実
⑥ 岩手発の「超人スポーツ」の創出によるスポーツ参加機会の拡大

５ 生涯を通じて学び続けられる場をつくります
① 多様な学習機会の充実
② 岩手ならではの学習機会の提供
③ 学びと活動の循環による地域の活性化
④ 社会教育の中核を担う人材の育成
⑤ 多様な学びのニーズに応じた拠点の充実

Ⅰ 健康・余暇

①健康寿命

②がん、脳血管疾患及び心
疾患で死亡する人数

③自殺者数

④元気な高齢者の割合、在
宅医療連携拠点数

⑤余暇時間

⑥県内の公立文化施設に
おける催事数

⑦スポーツ実施率

⑧生涯学習に取り組んでい
る人の割合

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策
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8

Ⅱ 家族・子育て

①合計特殊出生率

②待機児童数

③地域の行事に参加して
いる生徒の割合

④総実労働時間

⑤男性の家事労働時間

⑥犬、猫の返還・譲渡率

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

６ 安心して子どもを生み育てられる環境をつくります
① 結婚・家庭・子育てに希望を持てる環境づくりの推進
② 安全・安心な出産環境の整備
③ 子育て家庭への支援
④ 子どもが健やかに成長できる環境の整備
⑤ 障がい児の療育支援体制の充実
⑥ 家庭教育を支える環境づくりの推進

７ 地域やコミュニティにおいて、学校と家庭、住民が協働して子どもを教え、育
てます
① 学校・家庭・地域の連携の仕組みづくり
② 豊かな体験活動の充実
③ 県民と協働した特別支援教育体制づくりの推進

８ 健全で、自立した青少年を育成します
① 個性や主体性を発揮して自立した活動ができる環境づくりの推進
② 愛着をもてる地域づくりの推進
③ 青少年を事件・事故から守る環境づくりの推進

９ 仕事と生活を両立できる環境をつくります
① 働き方改革の取組の推進
② 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
③ いきいきと働き続けるための健康づくりの推進

10 動物のいのちを大切にする社会をつくります
① 動物愛護の意識を高める取組の推進
② 動物のいのちを尊重する取組の推進
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Ⅲ 教 育

①学力が全国平均以上の
児童生徒の割合

②主体的に学ぼうとする児
童生徒の割合

③人が困っているときは進
んで助けている児童生徒の
割合

④体力・運動能力が標準以
上の児童生徒の割合

⑤不登校児童生徒数

⑥高卒者の県内就職率

⑦将来の夢や目標を持って
いる児童生徒の割合

⑧県内学卒者の県内就職
率

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

9

11 【知育】児童生徒の確かな学力を育みます

① これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成

② 諸調査やＩＣＴの活用等による児童生徒の実態に応じた授業改善の推進と家庭学習の充実

③ 社会ニーズに対応した学習内容の充実などによる生徒の進路実現の推進

12 【徳育】児童生徒の豊かな人間性と社会性を育みます

① 自他の生命を大切にし、他者の人権を尊重する心の育成

② 学校・家庭・地域が連携した体験活動の推進などを通じた豊かな心の育成

③ 学校における文化芸術教育の推進

④ 主権者教育などによる社会に参画する力の育成

13 【体育】児童生徒の健やかな体を育みます

① 豊かなスポーツライフに向けた学校体育の充実

② 適切な部活動体制の推進

③ 健康教育の充実

14 共に学び、共に育つ特別支援教育を進めます

① 就学前から卒業後までの一貫した支援の充実

② 特別支援教育の多様なニーズへの対応

③ 教職員の専門性の向上

④ 県民と協働した特別支援教育体制づくりの推進

15 いじめ問題などに適切に対応し、一人ひとりがお互いを尊重する学校をつくります

① いじめ防止対策の推進といじめ事案への適切な対処

② 児童生徒に寄り添った教育相談体制の充実等による、不登校対策の推進

③ 児童生徒の健全育成に向けた対策の推進

16 児童生徒が安全に学ぶことができる教育環境の整備や教職員の資質の向上を進めます

① 安心して学べる環境の整備

② 安全な快適な学校施設の整備

③ 目標達成型の学校経営の推進

④ 魅力ある学校づくりの推進

⑤ 多様なニーズに対応する教育機会の提供

⑥ 教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保・育成、資質向上

17 多様なニーズに応じた特色ある私学教育を充実します

① 各私立学校の建学の精神などに基づく特色ある教育活動の支援

② 専修学校等での職業教育充実の支援

③ 私立学校の耐震化の支援や教育環境の整備促進

18 地域に貢献する人材を育てます

① 「いわての復興教育」の推進

② 郷土に誇りと愛着を持ち、地域に貢献する教育の推進

③ キャリア教育の推進とライフデザイン能力の育成

④ ものづくり産業人材の育成・確保・定着

⑤ 農林水産業の将来を担う人材の育成

⑥ 建設業の将来を担う人材の確保、育成

⑦ 科学技術の理解増進と次代を担う人材の育成

⑧ 岩手と世界をつなぐ人材の育成

⑨ 地域産業の国際化に貢献する人材の育成

19 文化芸術・スポーツを担う人材を育てます

① 文化芸術活動を担う人材の育成

② 文化芸術活動を支える人材の育成

③ アスリートの競技力の向上

④ 障がい者アスリートの競技力の向上

⑤ スポーツ医・科学サポートを通じた競技力の向上

⑥ スポーツ活動を支える指導者等の養成

20 高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりを進めます

① 高等教育機関との連携による地域課題解決に向けた取組

② 地域をけん引する人材の育成と若者定着の促進

③ 岩手県立大学における取組 10
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21 快適で豊かな暮らしを支える生活環境をつくります
① 快適に暮らせる良質で環境に配慮した居住環境づくり
② 自然と調和した衛生的で快適な生活環境の保全
③ 快適で魅力あるまちづくりの推進

22 地域の暮らしを支える公共交通を守ります
① 広域バス路線や鉄道路線の維持・確保
② 地域の実情に応じた効率的な公共交通ネットワークの構築支援
③ 地域公共交通の利用促進

23 つながりや活力を感じられる地域コミュニティを守り、育てます
① 持続可能な地域コミュニティづくり
② 地域コミュニティ活動を支える人材の育成
③ 地域コミュニティを基盤とした防災体制づくり

24 岩手で暮らす魅力を高め、移住・定住を促進します
① 岩手ファンの拡大とＵ・Ｉターンの促進
② 安心して移住し、活躍できる環境の整備

25 海外の多様な文化を理解し、共に生活できる地域づくりを進めます
① 外国人県民等が暮らしやすい環境づくり
② 海外との交流の促進

26 文化芸術・スポーツを生かした地域をつくります
① 文化芸術を生かした人的・経済的な交流の推進
② 文化芸術の魅力発信による交流の推進
③ スポーツを生かした人的・経済的な交流の推進

11

Ⅳ 居住環境・コミュニティ

①県外からの移住・定住
者数

②汚水処理人口普及率

③三セク鉄道・バスの一
人当たり年間利用回数

④地縁的な活動への参加
状況

⑤外国人留学生数

⑥文化・スポーツ施設入
場者数

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

Ⅴ 安 全

①自主防災組織の組織率

②刑法犯認知件数

③交通事故発生件数

④食中毒の発生人数

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

27 自助、共助、公助による防災体制をつくります

① 県民への正しい防災知識の普及と防災意識の向上（自助）

② 地域コミュニティにおける防災体制の強化（共助）

③ 実効的な防災・減災体制の整備（公助）

28 事故や犯罪が少なく、安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます

① 地域ぐるみでの防犯意識の高揚に向けた取組の推進

② 犯罪被害者を支える社会づくりの推進

③ 少年の非行防止と保護対策の推進

④ 配偶者等に対する暴力の根絶

⑤ 交通事故抑止対策の推進

⑥ 消費者施策の推進

⑦ 治安基盤の強化

29 食の安全・安心を確保し、地域に根ざした食育を進めます

① 食の信頼向上の推進

② 地域に根ざした食育と食を楽しむ環境づくりの推進

30 感染症による脅威から一人ひとりの暮らしを守ります

① 感染症の発生やまん延を防止する対策の推進

② 家畜衛生対策の推進と危機事案発生時の体制強化



7

31 多様な働き方を通じて、一人ひとりの能力を発揮できる環境をつくります

① 県内就業の促進及びＵ・Ｉターンによる人材確保の推進

② 女性・若者・障がい者などへの職業能力開発の支援

③ 安定的な雇用の促進

④ 雇用・労働環境の整備の促進

⑤ 子育てと仕事の両立を図る家庭への支援

⑥ いきいきと働き続けるための健康づくりの推進

⑦ 障がいなどに応じた多様な就労の場の確保や、就労に向けた支援

32 地域経済を支える中小企業の振興を図ります

① 中小企業者が行う経営力の強化や生産性の向上、新たな事業活動などの取組の促進

② 商工指導団体や金融機関などの支援機関連携による、事業承継の円滑化に向けた取組の促進

③ 若者をはじめとする起業者や後継者の育成による経営人材の確保

④ 企業のライフステージに対応した切れ目のない金融支援

⑤ 市町村や商店街をはじめとする多様な主体の連携によるまちのにぎわい創出

⑥ 建設業における労働環境の整備、技術力・生産性の向上、経営基盤強化

33 国際競争力が高く、地域の産業・雇用に好循環をもたらすものづくり産業を盛んにします

① 産業の一層の集積と高度化を通じた、ものづくりのグローバル拠点化の推進

② 地域経済に好循環をもたらす地域クラスターの拡大促進

③ 企業間・産学官連携を通じた関連技術の開発などによる新産業の創出

④ 企業の生産性や付加価値の向上に向けた「ものづくり革新」への対応

⑤ 企業誘致等による地域産業の拠点化・高度化の推進

⑥ ものづくり産業人材の育成・確保・定着

⑦ 多様なものづくりの風土の醸成

34 地域資源を生かした魅力ある産業を盛んにします

① 食産業の新たな事業活動の取組や販路開拓への支援

② 水産加工業の商品力向上や販路開拓、生産性向上への支援

③ 伝統工芸産業、漆産業、アパレル産業の経営力向上への支援

④ 県産品の販路の拡大への支援

⑤ 県内事業者の海外展開への支援

Ⅵ 仕事・収入

①一人当たり県民所得

②正社員の有効求人倍率

③完全失業率

④就業者一人当たりの付
加価値額

⑤開業率

⑥従業者一人当たりの製
造品出荷額

⑦観光消費額

⑧販売農家一戸当たりの
農業産出額

⑨林業従事者一人当たり
の林業産出額

⑩漁業経営体一経営体当
たりの漁業産出額

⑪農林水産物の輸出額

⑫グリーン・ツーリズム
交流人口

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策
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35 地域経済に好循環をもたらす観光産業を盛んにします

① 観光の総合産業化による「観光で稼ぐ」地域づくりの推進

② 質の高い旅行商品の開発・売り込み

③ 外国人観光客の誘客拡大

④ 売れる観光地をつくる体制の整備

⑤ いわて花巻空港を核とした交流人口の拡大

36 意欲と能力のある経営体を育成し、農林水産業の振興を図ります

① 地域農林水産業の核となる経営力の高い経営体の育成

② 農林水産業の次代を担う意欲ある新規就業者の確保・育成

③ 女性農林漁業者の活躍促進

37 収益力の高い「食料・木材供給基地」をつくります

① 生産性・市場性の高い産地づくりの推進

② 革新的な技術の開発と導入促進

③ 安全・安心な産地づくりの推進

④ 生産基盤の着実な整備

⑤ 鳥獣被害や松くい虫・ナラ枯れ被害の防止対策の推進

38 農林水産物の付加価値を高め、販路を広げます

① 県産農林水産物の高付加価値化と販路の開拓・拡大の推進

② 県産農林水産物のブランド化等の推進

③ 戦略的な県産農林水産物の輸出促進とインバウンド等への対応

④ 生産者と消費者の結びつきを深め、地域経済の好循環を創出する取組の推進

39 一人ひとりに合った暮らし方ができる農山漁村をつくります

① 農山漁村を支える人材育成と地域活動等の支援

② 魅力あふれる農山漁村づくりの推進

③ 自然災害に強い農山漁村づくりの推進
14
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Ⅶ 歴史・文化

①国、県指定文化財件数

②世界遺産関連施設入場
者数

③民俗芸能ネットワーク
加盟団体数

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

40 世界遺産の保存と活用を進めます

① 世界遺産の新規・拡張登録の推進

② 世界遺産の理解の増進による遺産の適切な保存管理・活用の推進

③ 世界遺産の持つ新たな魅力の発信

④ 世界遺産を活用した地域間交流の推進

41 豊かな歴史や民俗芸能などの伝統文化が受け継がれる環境をつくり、交流を広げ
ます

① 民俗芸能の公演発表などによる、伝統文化への理解促進と情報発信

② 民俗芸能など伝統文化を生かした交流の推進

③ 様々な文化財などを活用した歴史への理解促進と情報発信

④ 様々な文化財などを活用した交流の推進

15

Ⅷ 自然環境

①いわてレッドデータ
ブック希少種

②自然公園の入場者数

③公共用水域の環境基準
達成率

④再生可能エネルギーに
よる電力自給率

⑤一人当たり一般廃棄物
の最終処分量

⑥一人一日当たり家庭系
ごみ排出量

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策
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42 多様で優れた環境を守り、次世代に引き継ぎます

① 生物多様性の保全

② 自然とのふれあいの促進

③ 良好な大気・水環境の保全

④ 水と緑を守る取組の推進

⑤ 北上川清流化対策

⑥ 環境学習の推進と県民等との連携・協働の取組の促進

⑦ 三陸ジオパークに関する取組の推進等

43 循環型地域社会の形成を進めます

① 廃棄物の発生抑制・再使用・再生利用の推進

② 災害に強く持続可能な廃棄物処理体制の構築

③ 産業廃棄物の適正処理の推進

44 地球温暖化防止に向け、低炭素社会の形成を進めます

① 温室効果ガス排出削減対策の推進

② 再生可能エネルギーの導入促進

③ 適切な森林整備の取組推進による森林吸収源対策

④ 地球温暖化に伴う気候変動の影響への適応
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45 科学・情報技術を活用できる基盤を強化します

① 国際研究拠点の形成と関連インフラの整備

② イノベーションの創出に向けた研究開発の推進

③ ＩＣＴ利活用による地域課題の解決と県民利便性の向上

④ 情報通信インフラの整備促進

46 安全・安心を支える社会資本を整備します

① ハード対策とソフト施策を効果的に組み合わせた防災・減災対策

② 公共建築物等の耐震化による安全の確保

③ 災害に強い道路ネットワークの構築

④ 日常生活を支える安全な道づくりの推進

⑤ 自然災害に強い農山漁村づくりの推進（再掲）

47 産業や観光振興の基盤となる社会資本を整備します

① 産業振興や交流を支える道路整備

② 港湾の整備と利活用の促進

③ いわて花巻空港の機能拡充と利活用の促進

④ 農林水産業の生産基盤の着実な整備（再掲）

48 生活を支える社会資本を良好に維持管理し、次世代に引き継ぎます

① 社会資本の適切な維持管理等の推進

② 住民との協働による維持管理の推進

③ 建設業における労働環境の整備、技術力・生産性の向上、経営基盤強化（再掲）
17

Ⅸ 社会基盤

①携帯電話エリア外人口

②河川整備率

③緊急輸送道路における
防災対策が必要な箇所の
解消率

④港湾取扱貨物量

⑤社会資本の維持管理を
行う協働団体数

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

18

Ⅹ 参 画

①労働者総数に占める女
性の割合

②障がい者の雇用率

③高齢者のボランティア
活動比率

④審議会の女性の割合

⑤ボランティア・ＮＰ
Ｏ・市民活動への参加状
況

■指標項目（候補） ■政策項目と県が取り組む方策

49 性別や年齢、障がいの有無にかかわらず活躍できる環境をつくります

① 多様な生き方が認められる男女共同参画の実現に向けた環境の整備

② 若者の活躍支援

③ 女性の活躍支援

④ 高齢者の社会貢献活動の促進

⑤ 障がい者の社会参加の促進（再掲）

50 幅広い市民活動や多様な主体による県民運動を促進します

① 多様な主体の参画・連携・協働に向けた機運醸成とネットワークづくり

② 社会のニーズに対応したＮＰＯ等の活動促進に向けた支援

③ 県民運動の促進

④ 企業等との連携・協働の推進
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今後のスケジュール

19

H30.9.11 総合計画審議会 政策プラン(素案)

H30.9中旬～
10中旬 パブリック・コメント、地域説明会（県内11か所）

H30.11中旬
総合計画審議会
政策プラン(中間案)、復興プラン(中間案)、地域プラン(中間

案)、行政経営プラン(中間案)

H30.11中旬
～12中旬 パブリック・コメント

H31.1中旬
総合計画審議会
政策プラン(案)、復興プラン(案)、地域プラン(案)、行政経営

プラン(案)

H31.3 ４プラン策定

※ 各プランの名称は仮称であること。

20

➢ ホームページ「つくろう!いわての総合計画」
（http://www.iwate-nextplan.jp/）

➢ Facebook「つくろう!いわて総合計画」
（http://www.facebook.com/pref.iwate.soukei）

➢ Twitter「つくろう!いわての総合計画」
（https://twitter.com/pref_iwate_plan）

次期総合計画に係る情報発信


